
　

台
風
第
12
号
は
、
平
成
24
年
９
月

２
日
か
ら
４
日
に
か
け
ゆ
っ
く
り
と
日

本
列
島
付
近
を
進
み
、
奈
良
県
南
部

で
は
記
録
的
な
豪
雨
を
観
測
し
ま
し

た
。
奈
良
県
上
北
山
村
に
あ
る
ア
メ

ダ
ス
で
は
72
時
間
雨
量
が
1
、6
5
2
．

国有林野 事業の取組

近畿中国森林管理局
　

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
に
お
け
る
十
津

川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
は
、
明
治
22

年
の
大
水
害
等
に
よ
り
荒
廃
が
進
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
昭
和
42

年
か
ら
崩
壊
地
の
復
旧
等
を
実
施
し
て
き
て

お
り
、
平
成
26
年
の
概
成
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
23
年
は
３
つ
の
台

風
が
日
本
に
上
陸
し
、
こ
の
う
ち
台
風
第
12

号
は
紀
伊
半
島
を
中
心
と
す
る
広
い
範
囲
に

豪
雨
に
よ
る
被
害
を
及
ぼ
し
、
民
有
林
直
轄

治
山
事
業
の
施
行
箇
所
で
あ
る
十
津
川
地
区

及
び
そ
の
周
辺
部
の
民
有
林
に
お
い
て
も
大

規
模
な
山
腹
崩
壊
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
奈
良
県
等

の
要
請
を
踏
ま
え
、
今
般
発
生
し
た
大
規
模

な
山
腹
崩
壊
等
の
復
旧
を
含
め
、
引
き
続
き

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平成23年台風第12号による被害及び

十津川地区民有林直轄治山事業の

推進について

長殿テラ谷地区の全景

台
風
第
12
号
及
び
災
害
の
概
要

5
ミ
リ
と
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
の
観

測
記
録
で
あ
る
1
、3
2
2
ミ
リ（
宮

崎
県
神み
か
ど門

）を
大
幅
に
上
回
り
、
総

降
水
量
は
1
、8
0
8
．
5
ミ
リ
に
達

す
る
な
ど
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、

紀
伊
半
島
で
は
人
的
被
害
を
含
む
多

数
の
山
地
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

林
野
関
係
の
被
害
は
、
26
道
府
県

に
お
い
て
6
、1
4
7
箇
所
、
被
害
額

約
9
9
3
億
円
に
及
び
、
そ
の
う
ち

紀
伊
半
島
の
三
重
、
奈
良
、
和
歌
山

県
に
お
け
る
山
地
災
害
の
被
害
は
、

7
2
5
箇
所
、
被
害
額
7
2
3
億
円

で
あ
り
、
紀
伊
半
島
の
山
地
災
害
の

大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

奈
良
県
の
十
津
川
村
、
五
條
市
、

野
迫
川
村
及
び
天
川
村
等
で
は
、
大

規
模
な
山
腹
崩
壊
等
に
よ
り
、
行
方

不
明
者
を
含
む
８
名
の
人
的
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

十
津
川
村
の
長な
が
と
の殿
テ
ラ
谷
地
区

で
は
、
斜
面
長
約
2
0
0
m
、
幅
約

1
2
0
m
の
崩
壊
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ

り
流
出
し
た
土
砂
が
直
下
に
あ
る
長

殿
集
落
5
戸
、
国
道
1
6
8
号
線
に

壊
滅
的
な
被
害
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、

下
流
の
長
殿
発
電
所
が
全
壊
す
る
な

ど
の
被
害

も
発
生
し

ま
し
た
。

下流の長殿集落の被災状況
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現
在
、
降
雨
等
に
よ
る
災
害
の
再

発
を
防
止
す
る
た
め
、
緊
急
に
治
山

施
設
の
設
置
等
を
行
う
直
轄
治
山
災

害
関
連
緊
急
治
山
事
業
等
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
24
年

度
は
同
事
業
の
実
施
箇
所
を
中
心
に
、

山
腹
崩
壊
箇
所
や
不
安
定
な
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
渓
流
に
つ
い
て
、
土
留

工
や
治
山
ダ
ム
の
設
置
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

昨
年
の
台
風
第
12
号
に
よ
り
、
紀

伊
半
島
で
は
多
数
の
山
地
災
害
等
が

発
生
し
、
人
的
被
害
を
含
む
激
甚
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
奈
良
県

で
は
約
1
2
0
年
ぶ
り
の
大
災
害
と

な
り
、
さ
ら
に
深
層
崩
壊
と
呼
ば
れ

る
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、

こ
れ
に
よ
り
河
道
が
閉
塞
す
る
い
わ

ゆ
る
土
砂
ダ
ム
が
生
じ

る
な
ど
、
災
害
発
生
直

後
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
地
元
住
民
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
状

況
で
す
。
こ
の
た
め
、

早
急
に
災
害
復
旧
等
を

行
い
地
域
の
安
全
・
安

心
に
資
す
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

※土砂が河道を閉塞して河川をせき止める現象。土砂ダム上流側には、
　水が溜まり、その崩壊（決壊）により下流に災害を及ぼす危険性が高い。

赤
谷
地
区
の
土
砂
ダ
ム
形
成
状
況

（
赤
矢
印
＝
崩
壊
土
砂
の
流
失
方
向
、

青
矢
印
＝
河
川
の
流
水
方
向
）

復
旧
に
向
け
た
動
き

　

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
災

害
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
、
国
道
等

の
主
要
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
地
上
か

ら
の
山
腹
崩
壊
等
の
状
況
が
把
握
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
被
災
後
の
平
成

23
年
９
月
６
日
に
奈
良
県
と
合
同
で

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
災
状
況
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良

県
十
津
川
村
の
被
害
状
況
が
激
甚
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
９
月
14
日
に

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の

専
門
家
と
と
も
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
下
旬
に
は
、
奈
良
県
か

ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、
大
規
模
な
山

地
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災

地
の
地
方
公
共
団
体
等
が
行
う
災
害

対
策
業
務
を
森
林
管
理
局
等
の
職
員

が
応
援
す
る「
山
地
災
害
対
策
緊
急
展

開
チ
ー
ム
」を
派
遣
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
奈
良
県
で
は
、
山
腹
崩

壊
等
の
被
害
が
大
規
模
で
あ
っ
た
こ

と
や
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
同
年
９
月
26
日
奈
良
県
知
事
か

ら
農
林
水
産
大
臣
に
対
し
、
十
津
川

地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
事
業

対
象
区
域
を
拡
大
し
、
国
が
継
続
し

て
事
業
を
実
施
す
る
旨
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
災
害
発
生
後
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
降
雨
等
に
よ
る
災
害
の

再
発
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
治
山

施
設
の
設
置
等
を
行
う
直
轄
治
山
災

害
関
連
緊
急
治
山
事
業
等
に
着
手
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
の
見
直
し

　

前
述
の
よ
う
に
平
成
26
年
度
概
成

に
向
け
事
業
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
平
成
23
年
の
台
風
第
12

号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
当
地
区
及
び

そ
の
周
辺
部
に
お
い
て
、
大
規
模
な

山
腹
崩
壊
等
が
発
生
し
、
さ
ら
に
当

地
区
の
区
域
拡
大
等
に
つ
い
て
奈
良

県
等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

事
業
対
象
区
域
及
び
事
業
期
間
、
工

事
内
容
等
を
見

直
し
て
い
ま
す

（
表
）。

　

事
業
期
間
は

終
期
を
延
長
し

て
平
成
33
年
度

と
し
、
総
事
業
費

は
約
78
億
円
増

の
約
1
7
8
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

全体計画の概要
項　　目 変更前 変更後(案)

区域面積 22,800ha 35,450ha

関係市町村 十津川村

十津川村
五條市
天川村

野迫川村

治山ダム等 145基 168基

山　腹　工 45ha 217ha

査
に
よ
れ
ば
、
１
h
a
以
上
の
崩
壊
地

が
1
、0
8
0
箇
所
、
土
砂
ダ
ム
が
37

箇
所
で
き
た
と
記
録
が
残
さ
れ
て
お

り
、
今
回
の
台
風
に
よ
る
豪
雨
は
約

1
2
0
年
ぶ
り
の
大
災
害
で
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

赤谷地区の全景

北股地区の全景

下流の被災状況

　

五
條
市
の
赤
谷
地
区
で
は
、
斜
面

長
約
1
、0
0
0
m
、
幅
約
4
0
0
m

の
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
生
じ
、
こ

れ
に
よ
り
流
出
し
た
土
砂
が
い
わ
ゆ

る
土
砂
ダ
ム（
※
）を
形
成
す
る
と
と
も

に
、
下
流
に
あ
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
が
流
出
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

野
迫
川
村
の
北
股
地
区
で
は
、
斜

面
長
約
3
3
0
m
、
幅
約
1
8
0
m
の

大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
生
じ
、
こ
れ

　

天
川
村
の
坪
つ
ぼ
の
う
ち内

地
区
で
は
、
３
箇

所
で
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
生
じ
、

こ
れ
に
よ
り
流
出
し
た
土
砂
が
１
級

河
川
の
天
の
川
を
閉
塞
し
、
上
流
側

の
坪
内
地
区
で
は
冠
水
被
害
、
周
辺

の
県
道
、
林
道
に
壊
滅
的
な
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
は
、

表
土
層
よ
り
深
い
位
置
に
存
在
す
る

岩
盤
等
か
ら
崩
壊
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
深
層
崩
壊
」と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

深
層
崩
壊
の
発
生
し
た
箇
所
で
は
大

量
の
崩
壊
土
砂
に
よ
り
、
土
砂
ダ
ム

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
明

治
22
年
８
月
の
大
水
害
で
は
、
２
日

間
の
推
定
雨
量
は
1
、0
1
2
ミ
リ
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当
時
の
調

に
よ
り
土
砂
ダ
ム
が
形
成
さ
れ
る
と

と
も
に
、
下
流
に
あ
る
人
家
10
戸
が

床
上
浸
水
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
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